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令和５年度学校教育目標 「自ら学び，認め合い支え合う，健やかな子」

学 ○よく考え 進んで学ぶ子 ○相手を思い遣る子 ○健康でたくましい子

［目指す子ども像］ ［目指す学校像］ ［目指す教師像］
校 ＊自立的，協働的に学ぶ子ども ＊明るく笑顔が溢れ，一人一人の活躍の場と居場所がある学校 ＊一人一人の子どもを大切にし，人間性豊かで高い倫理観と

＊相手の立場を思い遣る子ども ＊楽しい授業・わかる授業が創られ，一人一人の子どもの可能性を 深い教養を備えた教師

＊健康増進に努める子ども 引き出す学校 ＊専門性を磨き，実践し，学び続ける教師

経 ＊お互いを認め合い思い遣る心を育てる学校 ＊受容と傾聴を大切にした教師

＊安心安全で，地域や保護者に信頼される学校 ＊責任感と連帯感を持ち，対話し，ともに学校を創る教師

令和５年度教育課程運用上の留意点
営

１ 確かな学力の育成 ４ 健康の保持と体力の増進
(1)学習者を主体とした授業実践 (1)新体力テストや運動器検診を生かした健康意識の向上

の 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実 (2)外遊びの推奨や体育指導の充実
させ，主体的・対話的で深い学びの実現に向けての実践 (3)オリジナルストレッチの定着や校内大会の取組を通した運動の
～筆写・ノート整理指導による学習意欲の定着 日常化

重 (2)ＩＣＴ機器の活用による新しい時代に必要となる資質・
能力の育成 ～端末の持ち帰りによる発展学習への取組 ５ 危機管理能力の育成

(3)児童の実態に即した指導方法，指導形態の工夫 (1)安全教育の充実による危険回避能力の育成と緊急時の対処行動
点 ～ユニバーサルデザインの視点を生かした学習環境の の定着

整備と充実 (2)情報社会で適切な活動を行うための情報モラル教育の推進
２ 児童理解に基づく親和的な学級づくり (3)感染症対策等を踏まえた保健衛生の意識の向上
(1)ＱＵテスト，ソーシャルスキルトレーニングの活用
(2)合理的配慮によるインクルーシブ教育の推進 ６ より開かれた学校づくりの展開
(3)人権教育の推進（SOSの出し方に関する教育の実践） (1)小中５校連携による教育的効果の活用 外国語教育の連携強化
３ 情操を豊かにする活動の推進 (2)安全安心まちづくりの会・ゲストティーチャー・読書ボランテ
(1)心が通うあいさつの推進 ィア等，地域の教育力の活用
(2)「家読」も視野に入れた読書習慣の定着 (3)コミュニティー・スクール開始を受け，組織の構築による取組
(3)演劇鑑賞や音楽活動をとおした豊かな情操の育成 ・活動の定着化
(4)道徳教育の充実を図り，道徳的実践力の育成

１ わかる授業による学力向上とそのための学習規律及び学習習慣づくり
・ＩＣＴを効果的に活用し，すべての子供にわかる指導をめざした研究を推し進め，教職員で共有して授業に臨む。

特 ・学習規律の向上とよい学習習慣の確立のための校内支援体制を充実させる。
色 ２ 読書の量を増やし読書の質を高めるための企画の推進と読書ボランティア等の活用
あ ・図書室及び図書委員会による読書環境整備や，読書ボランティアによる読み聞かせ活動を生かした読書習慣の定着を進めていく。
る ３ 中学校への円滑な接続と９年間を見通した教育力を向上させるための小中連携
教 ・中学校と連携をとり合い，進学への不安解消の一助としての企画を効果的に進めていく。
育 ・校区における諸課題を共有し，連携して課題解決に取り組むための「五校会」の一層の充実を図る。
活 ４ 心を育てる教育活動の重視
動 ・道徳授業を核として，思い遣る心やしっかりとした規範意識をはぐくむための教育を進める。

・福祉・ボランティア等，地域とのつながりを大切にし，広く社会に目を向けた教育の機会を尊重する。

通常日課（水以外） 通常日課（水） 備 考 校内研究の概要・研究指定
職 員 出 勤 ８時２０分 職 員 出 勤 ８時２０分
児 童 登 校 ８時２０分 児 童 登 校 ８時２０分 【研究主題】

時 朝 読 書 8:20～ 8:30 朝 の 会 8:20～ 8:30 ・クラブ活動・ 「自ら学び続ける子どもの
朝 の 会 8:30～ 8:40 １ 校 時 8:30～ 9:15 委員会活動 育成」
１ 校 時 8:40～ 9:25 ２ 校 時 9:20～ 10:05 は，火曜に 【研究副主題】
２ 校 時 9:30～ 10:15 ロ ン グ 休 み 10:05～ 10:25 実施 「ＩＣＴ機器（１人１台端
ロ ン グ 休 み 10:15～ 10;40 ３ 校 時 10:30～ 11:15 末）の効果的な活用を通

程 ３ 校 時 10:45～ 11:30 ４ 校 時 11:20～ 12:05 ・水曜の放課後 して」
４ 校 時 11:35～ 12:20 帰 り の 会 12:05～ 12:20 職員会議， 【研究内容】
給食・歯磨き 12:20～ 13:10 給食・歯磨き 12:20～ 13:10 校内研究会を (１)ＩＣＴ機器の効果的な
清 掃 13:10～ 13:30 清 掃 13:10～ 13:25 実施 使い方や自ら学び続ける
昼 休 み 13:30～ 13:45 ５ 校 時 13:30～ 14:15 力を育成するための授業

表 ５ 校 時 13:50～ 14:35 ６ 校 時 14:20～ 15:05 改善。
６ 校 時 14:40～ 15:25 (２)情報活用能力の体系表
帰 り の 会 15:25～ 15:40 を作成する。

職員打ち合わせ（水）１６時３０分 (３)授業検討・研究授業。
児 童 下 校 １６時１５分 (４)一人一実践の実施。
職 員 退 勤 １６時５０分 (５)研究指定（文科省）

「リーディング DX」
外 年 主 な 行 事

年 区 教 科 特
４月 入学式 始業式

国 社 算 理 生 音 図 家 体 外 間 定期健康診断
間 分 国 授業参観・学年総会

校外学習
別 時 ５月 春季大運動会

授 ６月 小中合同引渡訓練
語 親子ｸﾘｰﾝｱｸｼｮﾝ

ｸ 国 間 救急法講習会
業 学 個別懇談

ﾗ 活
年 活 合 ９月 夏休み作品展

時 ｽ 林間学校
数 10月 校外学習

語 会 数 科 活 楽 工 庭 育 語 動 計 陸上運動記録測定会
動 11月 修学旅行

数 授業参観
１ ２ 306 136 102 68 68 102 34 34 850

12月 ゆうき祭り・ＰＴＡバザー
ク ２ １ 315 175 105 70 70 105 35 35 910 児童会役員選挙

個別懇談
ラ ３ ２ 245 70 175 90 60 60 105 35 35 70 35 980 １月 書き初め大会

２月 授業参観・学年総会
ス ４ １ 245 90 175 105 60 60 105 35 35 70 35 1015 ６年生を送る会

３月 卒業証書授与式
の ５ ２ 175 100 175 105 50 50 60 90 70 35 35 70 1015 修了式

数 ６ ２ 175 105 175 105 50 50 55 90 70 35 35 70 1015

特 ２ 教科，その他の領域指導時数は特別支援学級の指導計画による。
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